ＥＳＤＧｓ通信（７月１７日号）　手島利夫です
皆様、なかなか梅雨が明けませんね。学校の水泳指導は何回できたのでしょうね。泳力の育成も心配です。前回お送りした「職員の異動によりＥＳＤが持続不可能に・・」が「今回もまた、唸りながら読んでしまいました」「感銘！」「研修担当に共有・・」など好評でした。さて今回は、
[bookmark: _GoBack]日本ＥＳＤ学会第二回大会のご案内（8月19～20日、宮城教育大学）
大会内容詳細案内ができましたこちらからご覧ください。（添付あり）
大会案内：http://jsesd.xsrv.jp/wp-content/uploads/2019/07/e863def1c15877627beece870610bb49.pdf

日本ＥＳＤ学会第二回大会の2日目、２０日（火）１３：００～１６：００に開催予定の
手島ワークショップ
「ESD推進指導者講座―主体的・対話的なＥＳＤ研修会の創り方」の内容に、「ＳＤＧｓの導入時の授業のつくり方」も追加します。（内容の見える添付資料あり）　
　
　－主体的・対話的なＥＳＤ研修会の創り方－ の内容に、朝日学生新聞社と協力して進めている「海と子どものＳＤＧｓ」の授業についても加え、このワークショップ内にて体験していただくことにいたします。また、研修会用のプレゼンデータも当日提供いたしますので、校内ＥＳＤ研修やＳＤＧｓ授業などでお使いいただけたら幸いと思っております。
大会も充実したプログラムです。皆様のご参加、お待ちしています。	
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チコちゃんに

しかられながらも学んだ

…

特別授業、

ＳＤＧｓのお話、第１部おしま〜い。

日本

ESD

学会副会長

手島利夫

「ＳＤＧｓの授業のつくり方」も

追加します。

手島利夫

この授業でもＥＳＤ指導者講座でも同じですが、「ＥＳＤとは・・・」とか、「ＳＤＧｓとは・・」というと

ころから「説明」「解説」しないようにしています。「解説」なんて聞かされちゃうと、それだけで面倒くさく

なるし、他人事になってしまいます。ＥＳＤの時は「変化」から、そしてＳＤＧｓの時は「克服」をキーワード

にしてワークショップや授業づくりをします。

これは人類の祖先

ホモ・ハビリスです。

240

万年前に現在のアフリカに

生息していました。

そしてこれ

が

240

万年ものきびし

い時代に、命をつないできた

現在

の人間です

。

みなさんも同じですよ。

この授業の第２部には、海の温暖化・酸性化・海洋ごみ・

魚の流通の専門家などのスペシャリストをお招きしながら

様々な問題点を示していただくことで児童に「サンプル学

習」を提供し、自分たちの興味ある問題に対して深みのあ

る追及がイメージできるようにしています。その専門家た

ちにどのようなお願いをしながら授業に仕立てるのか、そ

の辺りの授業づくりのポイントもお伝えしたいです。

縄文式土器

地球が温かくなりナウマンゾウなど

大型の獣がとれなくなり、

食りょう危機

になってしまいました！

縄文時代のはじめ、約

15000

年前に

大変なことがおこりました。

その食りょう危機を

救

ったのが、縄文土器！

この

土器

をどう使ったら

食りょう危機を克服でき

るのでしょう？？


